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背景および目的 (1/2)

• 私たちを取り囲む科学技術と、その中心にいるはずの人間との関係につ
いて実践的に探求する。
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• 科学技術は、私たちが十分に理解するスピードよりも速く拡大
• 例：情報通信科学、AI(人工知能)、生命科学

• 必要な制度や倫理について十分な議論がされているとはいえない
• 古くからの巨大科学技術や軍民両用技術についても同様

• 一方、政府は「科学技術立国」という名目で積極的に政策を続けている

• 彼らの提示する夢の政策の妥当性、客観性の検証は？
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科学技術基本計画 (第5期)による4つの目指すべき国の姿
1. 持続的な成長と地域社会の自律的発展
2. 国及び国民の安全・安心の確保と豊かで質の高い生活の実現
3. 地球規模課題への対応と世界の発展への貢献
4. 知の資産の持続的創出

→「科学技術イノベーションが必要」



背景および目的 (2/2)

• 次々と与えられる科学、技術、そしてその政策に対し、無反応なままで
いるべきか、過剰に反応するべきか？

• この研究所では、現代の科学技術に対し、夢だけを語ることはしない

• 同様に、恐怖だけを語ることもしない

• 現実を見つめその利用についての自覚と責任を私達が持つことを促す

• 微視的な科学技術やその政策の情報に振り回されないための、人間社会
にとっての巨視的な達成目標を―Polaris(北極星)のように―私たちに与え
てくれるはず
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今後のスケジュール

• 現在
• 公開型の勉強会

• 今回：原子力、宇宙技術

• 次回：連続講座

• サイバー、AI、ロボット

• 今後
• Webからの発信

• エッセイ

• 動画配信

• 小中高向けプログラム

https://www.polaris-meiji.org
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課題 (1/2)

• そもそも研究機関なのか、NGO(非政府組織・非営利組織)か？
• 大学に所属する研究機関

• 但しオープンな組織

• 具体的な研究内容とその手法は？
• 準備中

• 一般市民、 NGO、政府等が政策・意志決定の際に必要な考えを提供

• 可能であれば海外へも
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課題 (2/2)

•資金をどうするか？
• 外部資金

• 新しいアプローチは可能か？
• 寄付金等

•メンバーをどうするか？

•どのようにアピールするのか？
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Citizen Science

• 科学者が市民的になるのか (市民的科学者)？

• 市民が科学者的になるのか (科学的市民)？
• その両方か、それ以外か？

• 事例：Scientific Americanの取り組み
• https://www.scientificamerican.com/citizen-science/
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最後に

市民社会と科学技術政策研究所

Policy Laboratory for Research on Civil Society and Science and 
Technology

われわれはどんな方法で

われわれに必要な科学を

われわれのものにできるか

宮沢賢治より

そして高木仁三郎より
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